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クリーンエネルギー源として期待される代表例の
ナタネを例にとると、世界のナタネ生産は生育環
境の改良、つまり施肥法や作物管理法の向上で
増加してきた。しかし農業現場における科学、す
なわち、どう作物を育てていくことが油脂生産向
上につながるかという知見は重要であるもののこ
れまでに研究は殆どなされていない。

生育・油脂生産と養分吸収
養分変化による、分枝・莢数・種子数・種
子中の油脂含量と養分吸収量などの変化を
徹底的に調べた。種子の質はほぼ一定に保
たれることから、油脂生産の増加には種子数、
ひいては莢数の増加が要であることが示され
た。そして莢数は主茎より分枝において増加
しやすく、分枝の生育時期と着莢時期におけ
る各養分元素の吸収量が異なることが見いだ
された。

養分吸収のRIイメージング技術開発
13核種の吸収動態の可視化が可能となっ
た。イメージング技術開発により、放射線計
測を基盤とする、光照射条件下でも可視化解
析が可能で、かつ、炭酸ガス固定も解析でき
るRIイメージング技術を世界に先駆けて構築
できた。

油脂生産向上に向けて
養分元素濃度の変化に伴う生育プロセスの
数値化から油脂生産向上への糸口、つまり作
物の生育過程の特徴を捉え、その特徴のある
時期に適した養分元素濃度を与えることが収
量を増加させることを初めて明らかにすること
ができた。

そこで、これからの新しい農業を考え、農業現場
における科学、すなわち、どのように作物を育て
ていくことがどう油脂生産向上につながるか、つ
まり施肥法の最適化によって油脂生産の向上を
図る手法を、養分元素動態のイメージング技術
開発を基盤に検討することを目的とした。
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農業現場における科学、すなわち、どう作物
を育てていくことが油脂生産向上につながる
かという知見が重要であるものの研究は非常
に少ない。そこで、作物ごとに生育期間にお

ける特徴的な時点における施肥法の開発をさ
らに展開したい。またそれと並行してRIイメー
ジング技術の更なる応用・発展を行っていき
たい。

リアルタイムRIイメージ(24h後の像）
14CO2はロゼットから他は根から供給


